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◎ところざわ市議会だより第183号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）  20.8円
次の定例会は９月７日からの予定です。

本紙は古紙再生紙を使用しています 。

ところざわ

市議会だより

所沢市議会

－おもな内容－CONTENTS

外科医である祖父を被写体に
した写真で、日経ナショナルジ
オグラフィック写真賞2015の
グランプリを獲得した八木豪彦
さん。市民カメラマンから世界
に羽ばたく若き写真家の、写真
にかける熱い想いを聞きました。
(裏表紙に関連記事)

感動を切り取る。

◆6月定例会のおもな内容ほか･･･Ｐ２～7　
　市議会の新体制が決定しました
◆トピックス･･･Ｐ8～9
　議会報告会を開催しました
◆一般質問･･･Ｐ10～14
　ここが気になる！２５人が質問

2017. 8.9
Tokorozawa city council

No.183
今回の定例会は、
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2? 国が設置する日本のトップレベル競技者用トレーニング施設で、中核拠点(東京都北区・味の素ナショナルトレーニングセンター)と、
中核拠点で対応できない競技やトレーニングについて既存のトレーニング施設を活用する競技別強化拠点 (国内各地 )があります。

市長提出議案のおもな内容

ゴールボールの強化拠点になりました
議案第 37号　�平成29年度所沢市一般会計補正予算（第1号）

ナショナルトレーニングセンター ?競技別強
化拠点施設活用事業　886万７千円

　所沢市民体育館がスポーツ庁から東京パラリンピック競
技別強化拠点施設(ゴールボール)として指定されたことに
伴い、同庁から業務委託を受け、アスリートが効果的・効
率的に活動できるよう、施設の環境整備を行うものです。
（国補助：補助率10／10）

　　遠い所ではどのあたりからトレーニングに来ているの
か。

　　強化対象選手は、男性13人女性9人の22人という構成で
ある。その中には、岐阜県、茨城県の選手も含まれている。

Q

A

（お問合せ先：スポーツ振興課　☎ 2998-9248）

文化芸術活動促進のための施設ができます

議案第 39号　�所沢駅東口市民ギャラリー条例制定について

　市民の文化芸術活動等の促進を図ることを目的とした
所沢駅東口市民ギャラリーに関する必要な事項を定めるた
め、条例を制定するものです。（所在地：北秋津753－2
　所沢中央病院1階の一部、利用開始日：平成30年４月１
日）

　　第７条にある利用制限の規定について説明を。

　　基本的には文化芸術活動等というくくりで多くの方に
ご利用いただきたい。ただ病棟の一室であるため、指定管
理者が決定後に運用を定めていく。

Q
A

（お問合せ先：文化芸術振興課　☎ 2998-9211）
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平成 29 年（2017 年） 8 月 9 日 ところざわ市議会だより

3 ? 加入者の会費から、交通事故により災害に遭われた会員の方に見舞金を支給する制度で、1年間の会費は大人が 600 円、0歳から
中学生までは 300 円となっています。なお今年度の小学校新入学児童は、市で会費を負担するため無料です。

加入者の負担を増やさないための改正です
議案第 41号　�所沢市交通災害共済 ?条例の一部を改正する

条例制定について

　非常災害に起因して発生した交通事故に係る見舞金の支
給の制限、不正の手段により支給を受けた者に対する見舞
金の返還等についての規定を設け、また規定の整備を行う
ものです。

　　市民の利益を守るためとのことだが、災害時であれば
見舞金でもありがたいと思うが見解は。

　　今回は交通事故の話で、大災害が起きた場合は、国等
から市民に支援があると思われる。仮に緊急災害へ適用
し、会計原資がなくなると、会費を上げざるを得ない。市
民が負担する会費が高止まるようなことを生じさせないた
めの考え方である。

Q

A

（お問合せ先：交通安全課　☎ 2998-9140）

高齢者の方に対する緊急的支援を

請願第２号　�骨折、転倒、急病などで短期間の回復が見込ま
れる高齢者への回復支援家事援助サービスの検
討を求める件

【要旨】
　骨折、転倒、急病により必要とされる緊急の支援が提供
されることは、大変重要な問題である。短期間で回復が見
込まれるのであれば、介護保険サービスとは別枠の支援制
度が果たす役割は大きい。認定を受けていない高齢者が、
健康に生活を維持していくために、専門職による回復期家
事援助サービスが求められる。単身高齢者や高齢者世帯が
増加する傾向から、必要な支援策であるため、検討を求め
る。

　　この請願の内容を、どのようにすれば検討できるの
か。

　　今年度、第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の
策定を行っている中で検討することは可能であり、また庁
内プロジェクト等において議題として検討を進めることが
できる。

Q

A

所沢駅西口開発に向けて
議案第 46号　市道路線の認定について
議案第 50号　市道路線の廃止について

　所沢駅西口土地区画整理事業に伴い、市道1-587号線を
廃止し、そのうち東住吉637番1を起点として東住吉708
番2を終点とする部分を市道路線として再認定するもので
ある。

　　廃道した場合、交通規制等、公権力が及ばない。通行
禁止にすべきではないか。

　　付け替え道路と併せて、所沢駅西口区画整理事務所で
警察と協議をしているので、その中でそういった声を伝え
ていく。

Q

A

（お問合せ先：建設総務課　☎ 2998-9171）

米軍所沢通信基地の一部返還に向けて
議案第 44号　基地内施設新設工事請負契約締結について

　平成24年２月、日米合同委員会で合意された東西連絡
道路用地の返還の条件である返還用地に係る建築物等の移
設等を、国との負担区分に基づき、平成31年９月末まで
を工期として実施するものです。

　　今回の整備により、道路周辺の設備が強化されている
という見方もできなくはない。このことが将来的な返還に
向けての支障にならないか。

　　返還の条件である基地内道路の整備や倉庫の整備等が
市の負担となっているが、決して機能強化とは考えていな
い。今後の影響については、まずは東西連絡道路の返還を
進めていきたい。

Q

A

（お問合せ先：企画総務課　☎ 2998-9046）

請願
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4? 広く社会・文化の興隆に功績があり、市民の敬愛の対象とされる方に贈られる称号で、これまでに新井萬平氏、内田常光氏、鈴木
孫三郎氏、平塚勝一氏、武藤保之助氏の５名が推挙されています。

各委員の選任・任命に同意

議案第 53号　監査委員選任の同意を求めることについて
荻野　泰男議員�（至誠自民クラブ・3期）

議案第 54号　監査委員選任の同意を求めることについて
中　毅志議員� （自由民主党・４期）

議案第 55号　�教育委員会委員任命の同意を求めることに
ついて

寺本　彰氏� （福島県南相馬市・再任）

議案第 73号　�固定資産評価審査委員会委員選任の同意を
求めることについて

小林　美奈子氏�（上安松・再任）

議案第 74号　�固定資産評価審査委員会委員選任の同意を
求めることについて

川端　實氏� （くすのき台三丁目・再任）

議案第 75号　�固定資産評価員選任の同意を求めることに
ついて　

当麻　靖男氏� （花園二丁目・新任）

名誉市民 ? の推薦に同意

議案第 77号　名誉市民の推薦について

議案第 78号　名誉市民の推薦について

中井　眞一郎氏（中新井四丁目）
（元所沢市長：昭和62年10月～平成３年10月・１期）

斎藤　博氏（上安松）
（元所沢市長：平成３年10月～平成19年10月・４期）

在宅介護者のリフレッシュ支援を

請願第３号　認知症高齢者等の在宅介護者のリフレッシュ等
を図る支援事業の検討を求める件

【要旨】
　2000年4月、介護保険制度は「介護の社会化」を掲げ
て開始された。しかし制度の広がりとともに、新たな課題
が発生してきた。特に同居する配偶者や父母などの介護者
は、大きな負担感をいだいている。所沢市でも、介護者に
よる虐待の事例が市の実態調査にしめされており、その負
担感から自ら命を絶つなどの残念な例もみられるようにな
ってきた。こうしたことを防ぐために、介護者への支援と
して介護保険サービスの枠外の訪問介護等が必要である。

　　東京都杉並区や新宿区の介護者ヘルプ事業の取り組み
を、利用しやすいサービスとして参考にできないのか。

　　介護保険外サービスとして一般会計の中で介護者の支
援をしているもので、東京都の補助等も出ており、所沢市
と状況が異なるものと考えている。今後検討する中で、参
考にしていきたい。

Q

A

農業委員会委員の任命に同意

議案第 56号～議案第 72号　
農業委員会委員任命の同意を求めることについて

二上　英一氏� （牛沼）
本橋　与志喜氏� （三ケ島一丁目）
川口　浩氏� （北岩岡）
池田　正巳氏� （下安松）
石井　進氏� （三ケ島五丁目）
田中　唯喜氏� （林二丁目）
池田　稔氏� （城）
西海　静夫氏� （神米金）
木下　信夫氏� （本郷）
野村　與志次氏� （小手指元町一丁目）
山田　茂美氏� （中富）
内野　喜昭氏� （荒幡）
齊藤　博之氏� （南永井）
新井　祥穂氏� （東京都世田谷区）
町田　健氏� （上山口）
小林　澄子氏� （泉町）
福原　浩昭氏� （東狭山ケ丘六丁目）

人事関係 請願
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5 ? 市長又は議員から提出された議案について、提出者の説明を聞き、質疑を行った後に、所管の委員会に審査を託すことをいいます。
なお会議に諮り、省略することもできます。

市長提出議案の審議結果［平成 29 年第 2 回定例会］　 ○：賛成　×：反対

議案番号 議　案　件　名

付
託
委
員
会

公明党 至誠自民クラブ 自由民主党 日本共産党
民進ネット�
リベラルの会

自由民主党・
無所属の会

未来

結　果福
原
　
浩
昭

植
竹
　
成
年

亀
山
　
恭
子

吉
村
　
健
一

西
沢
　
一
郎

村
上
　
　
浩

荻
野
　
泰
男

杉
田
　
忠
彦

浅
野
美
恵
子

桑
畠
　
健
也

中
村
　
　
太

秋
田
　
　
孝

粕
谷
不
二
夫

青
木
　
利
幸

中
　
　
毅
志

大
館
　
隆
行

松
本
　
明
信

越
阪
部
征
衛

矢
作
い
づ
み

荒
川
　
　
広

城
下
　
師
子

小
林
　
澄
子

平
井
　
明
美

島
田
　
一
隆

末
吉
美
帆
子

石
本
　
亮
三

赤
川
　
洋
二

大
石
　
健
一

石
原
　
　
昂

入
沢
　
　
豊

近
藤
　
哲
男

松
崎
　
智
也

谷
口
　
雅
典

議案第 77号 名誉市民の推薦について ー 賛成 25、反対 5、白票 2（無記名投票による） 同意する

議案第 78号 名誉市民の推薦について ー 賛成 26、反対 2、白票 4（無記名投票による） 同意する

賛否の分かれた審議結果

６月定例会の動き

６/12　議案調査日 （休会） …市長提出議案の内容について市にヒアリングなど調査を行いました。

６/15・21　一般質問調査日 （休会） …一般質問を行う議員が、市にヒアリングなど調査を行いました。

６/27・28・29　議事整理日 （休会）

６/13　議案質疑…市長提出議案の内容について、本会議で質疑を行いました。

６/16・19・20・22・23　一般質問

６/30　常任委員長報告…６/14・26の委員会審査の概要と結果を常任委員長が報告しました。

６/14　四常任委員会並行審査…四常任委員会が、それぞれ付託 ?された市長提出議案等の審査を行いました。

６/26　健康福祉常任委員会審査…請願２件について参考人から意見を聞き、審査を行いました。

７/ ３ 採決…市長提出議案・請願の採決を行いました。
 市長提出追加議案の上程・採決…市長から追加で提出のあった議案 26件の審議を行いました。

６/９ 常任委員長報告（特定事件）…閉会中に実施した委員会活動等について報告しました。
 提案理由の説明・議案説明…市長から提出された議案 19件の説明が行われました。
 正副議長選挙・各委員会委員等の選任
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　平成29年第２回（６月）定例会は、６月９日から
７月３日の25日間で開催しました。
　初日の６月９日には正副議長選挙が行われ、左記の
とおり正副議長が選出されました。また、各委員会委
員等の選任が行われ、以下のとおり委員会構成が決定
しました。
※名前の右の数字は、当選回数です。
※�議長は、所沢市議会委員会条例の規定により、常任
委員会には所属していません。

所沢市議
会の

新体制
が、決

定

したの
だ！

総務経済常任委員会 市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、商業、農業、観光等に関することを
審査します。

◎委員長

副委員長、委員とともに、所管する議案に対して、しっかりと審査していくとともに、これからの人口減少・少子高齢社会の中で、
当市の公共施設のあり方、交通施策等調査・研究を行っていきます。

委員長から一言

⃝副委員長

粕
か す や

谷不
ふ じ お

二夫①
（自由民主党）

荻
お ぎ の

野泰
や す お

男③
（至誠自民クラブ）

末
すえよし

吉美
み ほ こ

帆子③
（民進ネット
リベラルの会）

城
しろした

下師
の り こ

子⑤
（日本共産党）

亀
かめやま

山恭
きょうこ

子②
（公明党）

近
こんどう

藤哲
て つ お

男②
（自由民主党・
無所属の会）

村
むらかみ

上　 浩
ひろし

④
（公明党）

中
なか

　毅
た け し

志④
（自由民主党）

健康福祉常任委員会 国民健康保険、福祉、保健、医療等に関することを審査します。

◎委員長

少子高齢化が進む昨今、高齢者が高齢者を支える仕組みや地域が高齢者を支えるといった仕組みが必要になることから、元気
な高齢者が支援活動の担い手になり、生涯現役で地域で活躍できる仕組みづくりに取り組んでいきます。

委員長から一言

⃝副委員長

植
うえたけ

竹成
なりとし

年②
（公明党）

小
こばやし

林澄
す み こ

子④
（日本共産党）

平
ひ ら い

井明
あ け み

美⑧
（日本共産党）

大
おおいし

石健
けんいち

一③
（自由民主党・
無所属の会）

赤
あかがわ

川洋
よ う じ

二④
（民進ネット
リベラルの会）

福
ふくはら

原浩
ひろあき

昭③
（公明党）

大
おおだち

館隆
たかゆき

行③
（自由民主党）

中
なかむら

村　 太
とおる

④
（至誠自民クラブ）

地方創生に関する特別委員会
◎委員長　中村　　太　　○副委員長　中　　毅志
	 島田　一隆	 城下　師子	 平井　明美
	 粕谷不二夫	 大石　健一	 亀山　恭子
	 浅野美恵子	 吉村　健一	 越阪部征衛

議会運営委員会
◎委員長　青木　利幸　　○副委員長　石本　亮三	
	 矢作いづみ	 荒川　　広	 粕谷不二夫
	 大石　健一	 赤川　洋二	 亀山　恭子
	 入沢　　豊	 西沢　一郎	 桑畠　健也
	 中村　　太
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市民文教常任委員会 文化芸術、地域づくり、小・中学校の教育、公民館、図書館等に関することを審査します。

◎委員長

いじめ・不登校問題、障害者スポーツの推進、市民の足となる交通の安全、地域コミュニティ政策などについて、調査研究を重ね、
市民の皆さまの負託にこたえられるよう取り組んでいきます。

委員長から一言

⃝副委員長

島
し ま だ

田一
かずたか

隆②
（民進ネット
リベラルの会）

石
いしはら

原　 昂
たかし

①
（自由民主党・
無所属の会）

矢
や さ く

作いづみ④
（日本共産党）

松
まつざき

崎智
と も や

也②
（未来）

浅
あ さ の

野美
み え こ

恵子④
（至誠自民クラブ）

吉
よしむら

村健
けんいち

一③
（公明党）

越
お さ か べ

阪部征
せ い え

衛⑤
（自由民主党）

秋
あ き た

田　 孝
たかし

⑤
（至誠自民クラブ）

建設環境常任委員会 道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、環境対策、ごみ対策等に関する
ことを審査します。

◎委員長

人口減少時代を迎え、街づくりのあり方も変化しつつあります。開発とともに環境と調和させた魅力ある所沢をつくっていか
なくてはなりません。提言も含め、調査研究を行い、議会としてのチェック機能を果たしていきます。

委員長から一言

⃝副委員長

入
いりさわ

沢　 豊
ゆたか

②
（自由民主党・
無所属の会）

谷
たにぐち

口雅
まさのり

典②
（未来）

荒
あらかわ

川　 広
ひろし

⑨
（日本共産党）

石
いしもと

本亮
りょうぞう

三③
（民進ネット
リベラルの会）

青
あ お き

木利
としゆき

幸②
（自由民主党）

西
にしざわ

沢一
いちろう

郎③
（公明党）

松
まつもと

本明
あきのぶ

信②
（自由民主党）

桑
くわはた

畠健
け ん や

也④
（至誠自民クラブ）

広聴広報委員会
◎委員長　大館　隆行　　○副委員長　城下　師子
	 末吉美帆子	 小林　澄子	 石原　　昂
	 荻野　泰男	 浅野美恵子	 吉村　健一
	 村上　　浩	 松本　明信

■ 議長就任の挨拶
　この度、第63代所沢市議会議長に就任いたしました。
　今後、少子高齢化・人口減少がますます進むと予測されております。
こうしたなか、新たな課題が発生するなど、議会の果たす役割は、大変
重要でますます増大するものと感じております。
　さて、所沢市議会では、これまで議会改革として、議会報告会・政策討
論会の開催、予算特別委員会・政策研究審議会の設置などを実施してまい
りましたが、さらなる議会の活性化に取り組んでまいりたいと思っています。
　また、公平・公正で円滑な議会運営はもとより、市民の皆様の声をしっ
かり聴く議会、議会活動に対する満足度が高まる議会を目指してまいり
ます。
　引き続き市民の皆様には、深いご理解とご協力を賜りますよう、心よ
りお願いを申し上げ、議長就任のあいさつといたします。

杉
すぎた
田　忠

ただひこ
彦③

（至誠自民クラブ）

第 63代議長

松
まつもと
本　明

あきのぶ
信②

（自由民主党）

第 64代副議長
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　議会情報を議員が直接、市民の皆さまに報告・説明するとともに、皆さまからのご意見をお聴きする議会報
告会を、５月 17 日と27 日に開催しました。平成 29 年３月定例会についての報告、質疑応答、意見交換な
どを行い、2日間で合計83名の方々にお集まりいただきました。

【当日いただいた質問・回答（一部抜粋）】
Q：松井地区で株式会社 KADOKAWAが大きな開発を計画している。地域の説明会に出席したが、夢のよう
な話で、公費もかかっていないわけではない。議会ではどう考えているのか。
A：地方創生に関する特別委員会で対応している。民間が行う事業であるが、行政や市民生活を預かる議員が
無関心でいることはできない。議会としてどうあるべきかということを議論し、提案できればと思索している。
Q：保育園制度の改善と充実を求める請願について、いつから運用されるのか、スケジュールを教えてほしい。
A：この請願は 3 月定例会の中で請願者や保護者の方々のご意見を伺い、市に質疑を行い、問題が起きてい
ることについては改善してほしいということで採択している。今は市にバトンを渡して委ねている状況であるた
め、議会では今どうなっているという答えは具体的には持っていない。今後しっかりと注視していきたい。

　６月３日、「住み慣れた街 ところざわで最期を迎えるために～地域包
括ケアを支える医療システム～」をテーマに所沢市議会オープンセミ
ナーを開催し、大変多くの方々にお集まりいただきました。

議会報告会を開催しました

オープンセミナーを開催しました

Topics!

Topics!

平成29年５月17日（水曜）
場所：所沢市役所３階全員協議会室

平成29年５月27日（土曜）
場所：所沢市こどもと福祉の未来館

場所：西武所沢店８階
ワルツホール所沢

第１部： 基調講演「地域社会における死生と医療・介護の連携」
 　講師：早稲田大学人間科学学術院教授  小野充一 氏
第２部： パネルディスカッション「所沢市の医療資源と今後の地域連携」
 　モデレーター： 早稲田大学人間科学学術院教授  扇原淳氏
 　パネリスト ： 早稲田大学人間科学学術院教授  加瀬裕子氏、防衛医科大学校教授  田中祐司氏、
   日本光電工業株式会社執行役員  瀬尾卓史氏、所沢市健康推進部長  青木千明氏
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　所沢市議会政策研究審議会へ諮問し、答申や提言を議会活動に生かしていくことを目的に、４月に「住み
たいまち 所沢－人口減少時代を見据えて－」をテーマに市民提案を募集し、２件のご提案をいただきまし
た。広聴広報委員会で審査した結果、諮問には至りませんでしたが、今後の議会活動の参考にしてまいりま
す。
【いただいたご提案】
・全ての差別がないまち
・人の集まる場所に所沢市の情報発信基地を設ける

　所沢市議会では、現在行っているさまざまな議会活動について、毎年度
自己評価を行っています。今回は以下のとおり、議会運営委員会及び広聴
広報委員会で評価を行いました。
【議会運営委員会】
　｢平成28年度政策研究審議会への諮問と答申｣｢平成28年度議会運営
委員会視察｣｢平成29年第1回定例会における取り組み｣｢議会改革に関す
る視察受け入れ｣の4事業及び議会改革について
【広聴広報委員会】
　｢政策討論会の開催｣｢みみ丸カフェ2016の開催｣｢議場コンサートの
開催｣｢政策研究審議会への諮問事項に係る市民提案の募集・審査｣の4事
業について

　早稲田大学マニフェスト研究所が全国の1347議会を対象に実施した「議
会改革度調査2016」で、当市議会が総合順位で第25位となりました。
調査では、「情報共有」「住民参加」「機能強化」ごとに採点が行われ、所沢市議
会はそれぞれの項目で135位、18位、11位で、合計得点で25位でした。当
市議会では、これまでさまざまな議会改革を行ってきましたが、今後もさらに
市民の方々の負託に応えるべく、取り組みを進めていきます。

市民提案を募集・審査しました

議会評価を行いました

全国 25位にランクインしました

Topics!

Topics!

６月定例会での報告の様子

<１位> 北海道芽室町議会

<２位> 滋賀県大津市議会

<３位> 三重県四日市市議会

<４位> 石川県加賀市議会

<５位> 福島県会津若松市議会

総合順位TOP５
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Ｑ　
道
徳
教
育
に
つ
い

て
、
学
校
全
体
で
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
く
、
正

解
の
な
い
問
い
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
で
み
ず
か

ら
の
考
え
を
深
め
て
い
く

哲
学
対
話
を
教
育
現
場
に

早
期
に
導
入
す
る
と
と
も

に
、
研
究
校
の
設
置
を
し

た
ら
ど
う
か
。

A　
哲
学
対
話
は
哲
学
的

な
思
考
を
必
要
と
し
、
そ

の
対
話
を
通
じ
て
学
び
を

深
め
る
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
様

子
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

発
達
段
階
や
能
力
、
状
況

に
応
じ
、
創
意
工
夫
に
よ

る
道
徳
活
動
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
機

会
を
捉
え
、
ご
指
摘
の
学

校
の
実
践
も
含
め
学
習

し
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

至誠自民
クラブ
秋田　孝

教
育
現
場
に
お
け
る

「
哲
学
対
話
」
の
導
入
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

６
月
定
例
会
で
は
25
人
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に

対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
あ
な
た
の
生
活
に

か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

※�

各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
１
項
目
を
抜
粋
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

? 平成 28年 4月に施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」に基づく共生社会の早期実現に向け、本市におけ
る「マチの中のバリアフリー」を深化・加速させることを目的に「（仮称）所沢市障害者差別解消条例」の制定を目指しています。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
　
　
質
問

般

Ｑ　
精
神
障
害
者
の
方
へ

の
障
害
者
割
引
の
現
状

は
。
併
せ
て
制
度
の
拡
充

を
市
か
ら
要
望
し
て
ほ
し

い
。A　

鉄
道
は
、
身
体
障

害
者
と
知
的
障
害
者
を
割

引
の
対
象
と
し
、
精
神
障

害
者
は
対
象
と
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
者

も
鉄
道
と
同
様
で
あ
る
が

埼
玉
県
内
の
バ
ス
事
業
者

に
つ
い
て
は
、
写
真
付
き

の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
提
示
に
よ
り
、
精

神
障
害
者
を
割
引
の
対
象

と
し
て
い
る
。
精
神
障
害

者
の
交
通
割
引
に
関
し
、

（
仮
称
）
所
沢
市
障
害
者

差
別
解
消
条
例
?
制
定
な

ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
と
し
て
も
機

会
を
捉
え
関
係
機
関
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

民進ネット
リベラルの会
末吉美帆子

西
武
鉄
道
、Ｊ
Ｒ
、バ
ス
事
業
者
に

対
し
割
引
制
度
の
拡
充
を

Ｑ　
他
の
自
治
体
で
は
、

校
舎
内
装
木
質
化
と
エ
ア

コ
ン
設
置
を
併
せ
て
進
め

て
い
る
事
例
が
見
う
け
ら

れ
る
。
エ
ア
コ
ン
に
よ
り

湿
度
管
理
を
す
れ
ば
、
木

材
の
割
れ
や
縮
み
が
起
こ

り
に
く
く
、
木
材
の
延
命

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
見
解
は
。

A　
こ
の
事
業
の
効
果

は
、
木
材
の
特
性
で
あ
る

調
湿
作
用
が
室
内
環
境
の

向
上
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
防
音
校
舎

事
業
と
は
別
の
目
的
で
行

っ
て
お
り
、
木
質
化
事
業

に
併
せ
て
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

民進ネット
リベラルの会
島田　一隆			

校
舎
内
装
木
質
化
事
業
と

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

Ｑ　
と
こ
ろ
バ
ス
の
乗

り
入
れ
に
つ
い
て
、
東
村

山
市
と
の
連
携
の
現
状
と

今
後
の
展
望
を
伺
い
た

い
。A　

平
成
29
年
４
月
、

東
村
山
市
長
か
ら
と
こ
ろ

バ
ス
の
東
村
山
市
域
へ
の

乗
り
入
れ
に
つ
い
て
の
協

議
依
頼
が
あ
っ
た
。
東
村

山
市
へ
の
乗
り
入
れ
に
伴

う
当
市
へ
の
経
済
効
果
等

も
期
待
で
き
る
。
今
後

は
、
と
こ
ろ
バ
ス
の
次
回

の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て

い
る
平
成
30
年
10
月
に
向

け
、
地
域
公
共
交
通
会
議

に
対
し
諮
問
を
行
い
、
具

体
的
な
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

自由民主党･
無所属の会
入沢　豊

と
こ
ろ
バ
ス
の
東
村
山
市
へ
の

乗
り
入
れ
に
つ
い
て
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11 ? 市内の空き家増加の抑制及び解消を目的に、空き家の利活用等のノウハウがある民間事業者（現在３者）と協定を結び、空き家所有者等か
ら利活用に関する相談を受け、管理不全となる空き家を未然に防ぐ事業です。

Ｑ　
こ
の
構
想
に
お
け
る

周
辺
整
備
は
ど
う
い
っ
た

事
業
が
予
想
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
の

税
金
が
か
か
る
の
か
。

A　
周
辺
整
備
と
し
て

は
、
平
成
29
年
３
月
定
例

会
で
議
決
い
た
だ
い
た
周

辺
道
路
整
備
事
業
や
旧
コ

ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
跡
地

利
活
用
事
業
に
伴
う
整
備

等
、
東
川
沿
い
の
遊
歩
道
、

東
所
沢
公
園
、
東
所
沢
駅

か
ら
の
動
線
に
関
す
る
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
具

体
的
に
示
す
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
今
後
、
議
案
と
し

て
審
議
願
い
た
い
。

日本共産党
荒川　広

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ  

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

構
想
に

か
か
る
周
辺
整
備
に
つ
い
て

Ｑ　
平
成
31
年
以
降
、
芸

術
学
部
の
全
学
年
が
江
古

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
修
学
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

説
明
が
あ
っ
た
の
か
。

A　
４
月
に
芸
術
学
部

の
学
部
長
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
来
庁
が
あ
っ

た
。
学
部
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
い
た
め
、
平
成

31
年
４
月
か
ら
１
、
２
年

生
の
授
業
を
江
古
田
で
行

う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
完

全
な
廃
止
で
は
な
い
が
、

具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
検
討
中
と
の
こ
と

で
あ
る
。

自由民主党･
無所属の会
大石　健一

Ｑ　
人
の
生
活
の
営
み
が

あ
っ
た
空
き
家
を
、
ホ
ー
ム

サ
ロ
ン
と
し
て
提
供
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
空
き

家
の
利
活
用
に
お
け
る
、

所
有
者
と
地
域
活
動
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。A　

「
所
沢
市
空
き
家
利

活
用
等
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
事
業
?
」
の
協
定
事
業

者
に
、
空
き
家
を
利
用
し

た
い
と
望
む
事
業
者
等
へ

の
情
報
も
管
理
し
、
所
有

者
へ
情
報
提
供
を
行
っ
た

り
、
ま
た
、
行
政
機
関
か

ら
公
的
な
利
活
用
の
希
望

が
あ
っ
た
場
合
も
、
所
有

者
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
お

願
い
し
て
い
る
。
事
業
の

実
施
場
所
の
確
保
に
、
こ

の
相
談
窓
口
を
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

自由民主党･
無所属の会
石原　昂

地
域
で
の空

き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

Ｑ　
国
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
運
営
方
針
の
中

で
、
支
援
員
の
雇
用
に
あ

た
っ
て
は
子
ど
も
と
の
安

定
的
・
継
続
的
な
関
わ
り

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
長

期
的
に
安
定
し
た
形
態
と

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て

い
る
中
、
指
定
管
理
期
間

が
３
年
と
な
っ
た
。
こ
の

理
由
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

A　
指
定
管
理
期
間
に

つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
よ
り
５
年
以
内
が
基

本
で
あ
る
が
、
利
用
者
数

の
急
増
な
ど
の
要
因
で
３

年
と
な
っ
た
。
ま
た
、
指

導
員
の
雇
用
の
観
点
に
つ

い
て
は
、
選
定
に
当
た
り

公
募
の
場
合
は
期
限
を
つ

け
て
募
集
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

日本共産党
小林　澄子

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て

Ｑ　
高
度
医
療
の
進
展
に

よ
り
、
今
後
も
医
療
的
ケ

ア
児
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
は
厚
生
労
働
省
も

認
め
て
い
る
。
支
援
の
一
つ

と
し
て
、
受
け
入
れ
施
設

の
増
設
を
計
画
に
し
っ
か

り
と
位
置
づ
け
早
期
に
具

体
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
。A　

平
成
30
年
４
月
の

児
童
福
祉
法
改
正
に
お
い

て
障
害
児
福
祉
計
画
の
策

定
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
医
療

的
ケ
ア
児
の
実
態
を
把
握

し
、
利
用
者
数
を
見
込
ん

で
策
定
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
事
業
所
開
設

な
ど
の
相
談
の
際
は
、
医

療
的
ケ
ア
児
の
対
応
に
つ

い
て
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

日本共産党
城下　師子

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の支

援
に
つ
い
て

Ｑ　
こ
の
納
税
制
度
が

始
ま
る
以
前
か
ら
、
事
業

に
賛
同
し
寄
付
さ
れ
た
寄

附
金
を
活
用
し
事
業
に
取

り
組
む
自
治
体
も
あ
る
。

過
度
な
返
礼
品
競
争
で
は

な
く
、
市
な
ら
で
は
の
事

業
内
容
で
競
え
る
仕
組
み

を
検
討
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
示
し
て
は
ど
う
か
。

A　
制
度
に
疑
義
を
呈

す
た
め
、
当
市
は
返
礼
品

競
争
か
ら
下
り
た
。
ご
指

摘
の
と
お
り
、
事
業
内
容

で
訴
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
納
税
と
市
の
事
業
が

し
っ
か
り
と
結
び
つ
き
、

実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
よ

り
具
体
的
に
工
夫
し
て
い

き
た
い
。

公明党
吉村　健一

事
業
内
容
で
競
え
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
を

日
本
大
学
芸
術
学
部
の

今
後
に
つ
い
て
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Ｑ　
育
児
休
業
中
退
園

に
な
っ
た
子
ど
も
の
家
庭

や
保
育
へ
の
支
援
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
一
時
的
保
育

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
配
慮
し
て
い
る
点

は
。A　

も
と
の
保
育
園
と

の
つ
な
が
り
が
途
切
れ
な

い
よ
う
、
園
行
事
や
園
庭

遊
び
に
誘
っ
た
り
、
育
児

休
業
中
の
心
配
事
や
不
安

な
こ
と
が
あ
れ
ば
助
言
を

行
っ
て
い
る
。
一
時
保
育

利
用
で
は
、
一
時
保
育
利

用
児
と
と
も
に
過
ご
す

が
、
遊
び
の
中
で
は
在
園

し
て
い
た
と
き
の
友
達
と

遊
べ
る
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
る
。

日本共産党
矢作いづみ

育
児
休
業
中
の
退
園
児
へ
の

支
援
に
つ
い
て

Ｑ　
職
員
の
人
材
育
成
、

若
手
の
育
成
な
ど
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
の
あ
り
方
、
改
善
、

今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

A　
職
員
プ
ロ
ジェク
ト
で

は
、東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェク
ト
チ

ー
ム
が
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。最

近
で
は
、職
員
有
志
に
よ
る
、

主
に
椿
峰
地
区
の
高
齢
化

す
る
ニュー
タ
ウ
ン
の
問
題
を

テ
ー
マ
と
す
る「
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
ニュ
ー
タ
ウ
ン
研
究
会
」

の
活
動
も
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

自由民主党
越阪部征衛

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
１
０
０
に
つ
い
て

Ｑ　
「
所
沢
市
こ
ど
も
と

福
祉
の
未
来
館
」
は
、
設

計
段
階
か
ら
障
害
者
団
体

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

進
め
た
が
、
視
覚
障
害
者

の
方
の
ト
イ
レ
利
用
に
際

し
、
課
題
が
あ
る
こ
と
が

利
用
し
て
み
て
判
明
し

た
。
今
後
、
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
の
改
修

も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

A　
視
覚
障
害
者
も
使

い
や
す
い
ト
イ
レ
づ
く
り

と
い
う
点
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ど
な
た
に
も
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を

目
指
し
整
備
や
運
営
に
努

め
て
い
き
た
い
。

公明党
村上　浩

視
覚
障
害
者
に
や
さ
し
い
「
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
」
の
改
修
を

Ｑ　
明
確
に
適
用
除
外

と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い

も
の
以
外
は
、
制
度
の
目

的
を
踏
ま
え
れ
ば
、
条
例

や
計
画
以
外
の
も
の
に
つ

い
て
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
付
す
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

今
後
の
対
象
拡
大
に
つ
い

て
意
見
を
伺
い
た
い
。

A　
市
民
参
加
を
促
進

す
る
視
点
か
ら
、
よ
り
多

く
の
項
目
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
が
、
市
民
参
加
に

は
意
見
提
出
や
公
聴
会
へ

の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
も
あ
る
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
の

実
施
を
義
務
づ
け
る
項
目

を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

至誠自民
クラブ
中村　太

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
?

の
充
実
に
つ
い
て

Ｑ　
職
の
安
定
は
市
民

生
活
を
守
る
。
県
で
は
こ

の
事
業
を
通
じ
、
３
，６

４
９
万
円
の
予
算
で
約

３
，０
０
０
人
の
正
社
員

化
を
目
指
し
て
い
る
。
職

の
安
定
を
実
現
す
る
こ
の

事
業
と
県
を
つ
な
ぐ
橋
渡

し
を
、
市
が
積
極
的
に
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
正
社
員
の
職
を
希

望
す
る
人
が
安
定
し
た
職

と
収
入
に
よ
り
、
安
心
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
は
、
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
推
進
に
積
極

的
に
協
力
し
、
広
報
な
ど

に
よ
り
広
く
周
知
す
る
ほ

か
、
商
工
会
議
所
や
事
業

所
へ
も
周
知
し
利
用
を
促

し
て
い
き
た
い
。

至誠自民
クラブ

浅野美恵子

非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
化
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

Ｑ　
米
軍
が
基
地
内
に

カ
ー
ポ
ー
ト
と
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
際
、
未
利
用
地
を
利

用
す
る
記
載
が
米
国
Ｈ
Ｐ

に
見
受
け
ら
れ
た
。
基
地

返
還
を
求
め
て
い
る
市
と

し
て
説
明
を
求
め
、
意
見

を
あ
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。A　

基
地
返
還
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
背
景
か
ら
、
仮
に
ご
指

摘
の
と
お
り
未
利
用
地
を

利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
な

ら
、
事
実
関
係
を
確
認
し

た
上
で
、
必
要
な
要
望
、

要
請
等
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

日本共産党
平井　明美

米
軍
通
信
基
地
内
へ
の

カ
ー
ポ
ー
ト
等
建
設
に
つ
い
て

? 市の重要な政策等の策定又は改廃にあたり、その内容等を市民等の皆さんに公表し、それに対する意見の提出を受け、市の考え方等
を公表する一連の手続きをいいます。
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Ｑ　
待
機
児
童
を
解
消

す
る
た
め
の
人
材
確
保
は
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
。市
独

自
の
補
助
制
度
以
外
に
も
、

住
居
の
提
供
が
施
策
の
大

き
な
柱
に
な
る
。平
成
29
年

３
月
定
例
会
で
も
伺
っ
た

が
、保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ

支
援
事
業
導
入
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
状
況
か
伺
い
た

い
。A　

保
育
士
宿
舎
借
り

上
げ
支
援
事
業
は
、保
育
所

等
への
就
職
を
促
進
す
る
効

果
や
、就
職
件
数
の
増
加
な

ど
が
見
込
ま
れ
る
。３
カ
月

で
検
討
の
結
果
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
が
、ま
ず
は
限

り
あ
る
財
源
を
保
育
士
等

の
処
遇
改
善
に
直
接
的
に

投
入
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
、現
時
点
で
実
施
す
る
予

定
は
な
い
が
、
引
き
続
き

注
視
し
て
い
く
。

公明党
西沢　一郎

保
育
士
の
処
遇
改
善
と

確
保
に
つ
い
て

Ｑ　
「
無
電
柱
化
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
た
。
つ
く
ば
市
で
は
、

法
に
先
駆
け
条
例
制
定
が

さ
れ
て
い
る
。
無
電
柱
化

推
進
に
関
す
る
法
律
と
今

後
の
市
と
の
関
連
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

A　
法
律
の
制
定
に
基

づ
き
、
国
が
「
無
電
柱
化

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

こ
れ
を
基
本
と
し
て
都
道

府
県
と
市
町
村
は
同
様
の

計
画
策
定
に
努
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
他
の
自
治
体
の
動

向
も
注
視
し
、
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

未来
松崎　智也

無
電
柱
化
の
推
進
に
つ
い
て

Ｑ　
所
沢
は
将
棋
と
ゆ

か
り
が
あ
る
地
で
、
大
矢

東
吉
棋
士
や
羽
生
善
治
棋

士
も
所
沢
出
身
で
あ
る
。

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
会
長
も
プ
ロ
棋
士
を

目
指
す
当
時
の
奨
励
会
に

所
属
し
て
い
た
ほ
ど
、
将

棋
に
対
し
理
解
あ
る
方
で

あ
る
。
市
制
施
行
70
周
年

事
業
で
、
タ
イ
ト
ル
戦
誘

致
を
検
討
で
き
な
い
か
。

A　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
会
長
が
将

棋
好
き
で
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
当

市
は
２
人
の
棋
士
の
ゆ
か

り
の
地
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
棋
の
タ
イ
ト
ル
戦

な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
機

会
を
捉
え
会
長
に
申
し
伝

え
た
い
。

民進ネット
リベラルの会
石本　亮三	

将
棋
の
タ
イ
ト
ル
戦
の
誘
致
を

Ｑ　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

自
転
車
活
用
推
進
法
?
の

中
で
重
点
施
策
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
市
営
自
転

車
駐
車
場
に
こ
れ
ら
施
設

を
設
置
し
て
は
い
か
が

か
。A　

今
年
度
、
公
園
通

り
線
自
転
車
駐
車
場
と
小

手
指
駅
南
口
第
１
自
転
車

駐
車
場
の
２
カ
所
で
、
新

た
な
指
定
管
理
者
に
よ
る

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
試
行
的
な
導

入
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
構
想
で
関
連

し
て
入
手
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
知
見
と

併
せ
判
断
し
て
考
え
る
。

公明党
亀山　恭子

レ
ン
タ
ル
、シ
ェ
ア
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
設
置
を

Ｑ　
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ

ウ
ン
所
沢
構
想
の
施
策
の

概
要
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導
入
を
推
進
す
る
一

方
、
庁
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

つ
い
て
の
記
載
が
な
い
。

公
共
施
設
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
関
す
る
指
針
を
策

定
し
、
積
極
的
に
推
進
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
み
に

特
化
し
た
指
針
等
は
設
け

て
い
な
い
。
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
内
包
す

る
第
２
期
所
沢
市
環
境
基

本
計
画
の
中
で
推
進
を
う

た
っ
て
お
り
、
本
計
画
の

中
で
実
効
性
を
担
保
し
て

い
き
た
い
。

至誠自民
クラブ

荻野　泰男	

公
共
施
設
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

Ｑ　
西
武
鉄
道
所
沢
車

輛
工
場
跡
地
の
区
画
整
理

後
の
開
発
は
、
所
沢
市
総

合
戦
略
に
基
づ
い
た
重
要

な
部
分
で
も
あ
る
。
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
く
の
か
。

A　
市
の
中
心
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
を
高
め
る
う

え
で
、
重
要
な
位
置
づ
け

で
あ
り
、
地
域
経
済
活
性

化
や
産
業
振
興
に
も
効
果

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
所
沢
の
顔
に
ふ
さ
わ

し
い
エ
リ
ア
と
し
て
整
備

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
西

武
鉄
道
に
対
し
、
協
議
会

な
ど
を
通
じ
伝
え
て
い
き

た
い
。

民進ネット
リベラルの会
赤川　洋二

所
沢
駅
周
辺
の
開
発
と

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
い
て

? 身近な交通手段である自転車の活用が、交通、環境、健康増進などにおいて重要な課題であることから、実効性の高い項目を主として施
行された法律です。基本方針には自転車専用道路・通行帯等の整備、シェアサイクル施設の整備などが掲げられています。
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Ｑ　
中
学
校
教
員
は
、

土
日
も
部
活
指
導
が
あ

る
。
長
時
間
勤
務
是
正
の

た
め
、
連
続
し
た
休
養
日

や
公
式
大
会
後
の
休
養
日

の
義
務
化
な
ど
、
ル
ー
ル

化
し
て
は
ど
う
か
。

A　
部
活
動
は
教
育
的

意
義
も
高
く
先
生
方
に
は

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
休

養
日
の
ル
ー
ル
化
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
に
部
活
動

の
取
り
決
め
が
あ
る
。
学

校
の
行
事
計
画
や
各
部
活

動
の
公
式
大
会
以
外
の
参

加
状
況
が
異
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
一
律
に
実
施
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

未来
谷口　雅典

中
学
校
教
員
の勤

務
時
間
に
つ
い
て

Ｑ　
将
来
の
基
地
返
還

を
見
据
え
た
場
合
、
市
が

買
い
取
っ
て
い
く
方
向
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
促
進
セ
ン
タ
ー
跡
地

は
、
基
地
返
還
運
動
と
絡

め
、
非
常
に
重
要
で
あ
る

こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

A　
買
い
取
り
の
意
向

に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ

ろ
連
絡
は
受
け
て
い
な
い

買
い
取
る
に
は
、
財
源
確

保
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
今
後
は
国
の
動
向
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
庁

内
に
お
い
て
も
促
進
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
係
る
情
報
に

つ
い
て
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

至誠自民
クラブ
桑畠　健也

中
国
帰
国
者
定
着
促
進
セ
ン
タ
ー
?

跡
地
に
つ
い
て

Ｑ　
大
規
模
な
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
時
、
被
災
し

た
自
治
体
が
支
援
を
受
け

入
れ
る
体
制
、
い
わ
ゆ
る

「
受
援
体
制
」
が
整
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
受
援
計
画
の

策
定
と
訓
練
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

A　
受
援
計
画
の
策
定

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
県
の
防
災

計
画
と
の
整
合
性
を
図
る

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
近

隣
の
自
治
体
等
の
状
況
も

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

公明党
植竹　成年		

災
害
時
「
受
援
計
画
」
の
策
定
と

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

Ｑ　
一
般
質
問
を
聞
い

て
み
た
の
だ
！
み
ん
な
、

一
生
け
ん
め
い
。
も
り
だ

く
さ
ん
の
質
問
を
し
て
い

た
の
だ
、
…
っ
て
、
一
人

ど
の
く
ら
い
の
時
間
で
や

る
の
だ
？

A　
一
般
質
問
は
、
議

員
の
質
問
と
、
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
市
の
担
当
者

の
答
弁
と
、
合
わ
せ
て
60

分
で
行
い
ま
す
。
今
定
例

会
で
は
、
25
人
の
議
員

が
、
５
日
に
わ
た
り
質
問

し
ま
し
た
。

みみ丸

み
み
丸
の
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

ー 
質
問
時
間
は
ど
の
く
ら
い
な
の
だ
？ 

ー 

? 昭和 59年 2月に開設され、中国残留日本人孤児とその家族や残留婦人等の帰国者に日本語や日本事情について研修を行い、全国各
地に送り出してきました。永住帰国希望者のほとんどが帰国を果たしたことにより、平成 28年 3月末日をもって閉所しました。
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議 

　
　
活  

動

会

閉
会
中
の･･･

定
例
会
が
な
い
と
き
も
…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期

間
に
行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と

し
て
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知

っ
て
い
ま
し
た
か
？

４月
11 日 議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

17 日 広聴広報委員会 委員会 ・市議会だより第 182 号の校正について ほか

18 日
市民文教
常任委員会

委員会
特定事件「市民文化について」
・文化芸術振興ビジョン素案について

24 日 議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

５月
16 日 広聴広報委員会 委員会

・所沢市議会政策研究審議会への諮問に係る市民
提案について ほか

17 日 市議会
議　会
報告会

・3 月定例会の報告・意見交換
 （市役所全員協議会室）

18 日
建設環境
常任委員会

委員会
特定事件「廃棄物の減量・資源の循環について」 
・一般廃棄物最終処分場基本計画の概要について

22 日 議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

27 日 市議会
議　会
報告会

・3 月定例会の報告・意見交換
  （所沢市こどもと福祉の未来館）

６月

2 日

議会運営委員会 委員会 ・議会運営に関する事項について

正副委員長
連絡協議会

協議会 ・各委員会の取り組みについて

広聴広報委員会 委員会 ・議会報告会について ほか
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－おもな内容－CONTENTS

外科医である祖父を被写体に
した写真で、日経ナショナルジ
オグラフィック写真賞2015の
グランプリを獲得した八木豪彦
さん。市民カメラマンから世界
に羽ばたく若き写真家の、写真
にかける熱い想いを聞きました。
(裏表紙に関連記事)

感動を切り取る。

◆6月定例会のおもな内容ほか･･･Ｐ２～7　
　市議会の新体制が決定しました
◆トピックス･･･Ｐ8～9
　議会報告会を開催しました
◆一般質問･･･Ｐ10～14
　ここが気になる！２５人が質問

2017. 8.9
Tokorozawa city council

No.183
今回の定例会は、

12月

９月 ６月

３月

毎
年
夏
に
な

る
と
我
が

家
に
つ
が
い
で

訪
れ
て
い
た
鳥

が
、
今
年
は
一
羽
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
夏
の
暑
さ
の
中
、

少
し
寂
し
く
感
じ
て
し
ま
う
こ

の
頃
で
す
。	

（
大
）

な
ぜ
だ
か
蚊
に
す
ぐ
刺
さ
れ

ま
す
。
ぷ
ぉ
ー
ん
の
音
に

夜
も
眠
れ
ま
せ
ん
。
人
類
を
一

番
殺
傷
し
て
い
る
の
は
、
二
位

の
人
間
、
蛇
、
犬
を
抑
え
て
蚊
。

対
策
は
入
念
に
。	

（
末
）

夏
真
っ
盛
り
と
な
り
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
地
域
の
お
祭
り

を
訪
問
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

お
声
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
し
っ

か
り
議
会
で
役
立
て
て
ま
い
り

ま
す
。	

（
石
）

　
大
学
在
学
中
に
写
真
を
始
め
た
青
年

は
、
独
学
で
実
力
を
伸
ば
し
、
日
経
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
写
真
賞

２
０
１
５
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
個
展
を
開
催
す
る
に

至
っ
た
。
新
進
気
鋭
の
写
真
家
は
、フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
の
先
に
大
き
な
夢
を
見
据
え

て
い
る
。

ーー
写
真
家
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
。

　
大
学
２
年
生
の
時
、
留
学
先
の
カ
ナ

ダ
で
オ
ー
ロ
ラ
を
見
て
、
宇
宙
を
身
近

に
感
じ
ま
し
た
。
感
動
し
た
光
景
を
思

う
が
ま
ま
に
表
現
す
る
た
め
、
帰
国
後

に
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
買
い
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
し
て
い
く
う
ち
に
、
市
民
カ

メ
ラ
マ
ン
に
応
募
し
、
撮
影
を
す
る
中

で
、
プ
ロ
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ーー
２
０
１
６
年
に
受
賞
さ
れ
た
作
品

は
、お
じ
い
様
を
撮
影
し
た
写
真
で
し
た
。

　
88
歳
ま
で
現
役
医
師
だ
っ
た
祖
父
が

引
退
す
る
と
聞
い
た
時
、
働
い
て
い
る

姿
を
写
真
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

衝
動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
何
と
か
働
い

て
い
る
姿
を
残
し
た
く
て
仕
事
に
付
い

て
い
く
の
で
す
が
、「
タ
ケ
、
出
ろ
」
と

言
わ
れ
て
診
察
室
か
ら
追
い
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
粘
っ
て
粘
っ
て
、
や
っ

と
巡
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
で
撮
影
し
ま
し

た
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
祖
父
の
勤
務

先
の
白
衣
を
手
配
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

大
事
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

ーー
２
０
１
４
年
に
も
イ
ン
ド
の
人
々

の
写
真
で
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
人
を

被
写
体
に
し
た
写
真
が
多
い
で
す
ね
。

　

も
と
も
と
内
向
的
な
性
格
で
し
た

が
、
カ
メ
ラ
を
持
つ
こ
と
で
人
と
繋
が

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
人
々
が
内
に
秘
め
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
写
真
に
残
し
た
い
。
僕
が

被
写
体
か
ら
感
じ
る
パ
ワ
ー
、
感
動
を

伝
え
た
い
。
人
間
の
生
き
る
姿
を
残
し

た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ーー
所
沢
市
の
印
象
と
今
後
の
目
標
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
所
沢
市
に
は
神
社
や
寺
院
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
神
明
社
や
金
仙
寺
な
ど
は

桜
も
咲
き
、
緑
豊
か
で
落
ち
着
き
ま
す
。

ま
た
狭
山
湖
に
行
く
と
空
気
が
違
う
の

を
感
じ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、
自
分
の
写
真
を
海

外
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
美
術
館
で
展
示
す
る
こ
と

が
夢
で
す
。
人
々
の
脳
裏
に
焼
き
つ
く

写
真
を
展
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝
く人たちをご紹介します。第７回目は、玉川大
学農学部在学中に写真を始め、その後市民カメ
ラマンを経てプロとなった所沢市在住の写真家 
八木 豪彦さんにお話を伺いました。

所沢から輝け！！

Ｑ＆Ａ
聴かせて！

平成29年5月19日、日経ナショナル
ジオグラフィック写真賞2015グラ
ンプリ受賞作品「88歳の現役医師」
（4枚組写真）の1枚とともに。

―被写体から感じるパワー、感動を伝えたい。
	 人間の生きる姿を残したいと強く思っています。―

八木  豪彦
Ta k e h i k o　Ya g i

夏
議員たちの･･･

広
聴
広
報
委
員
会

◎
大
館
　
隆
行
　
〇
城
下
　
師
子

　
末
吉
美
帆
子
　
　
小
林
　
澄
子

　
石
原
　
　
昂
　
　
荻
野
　
泰
男

　
浅
野
美
恵
子
　
　
吉
村
　
健
一

　
村
上
　
　
浩
　
　
松
本
　
明
信

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長
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